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1．はじめに   

一般的に，船舶には風雨や高波等により視界が妨げら  

れるのを防止するために，遠心力で雨滴等を飛ばし良好  

な視界を得る円形の窓（回転窓）が操舵位置の前方に取  

り付けられている・この回転窓は，Fig．1に示すように，  

窓枠からのびたアームに窓を回転させるためのモーター  

が取り付けられており，それが視界を遮ることになる．  

また，船舶が大きく揺れる場合には，中心部から突きだ  

したモーターに顔面をぶつける等の問題がある，そのた  

め中心部に突起が無く，かつ，視界を遮ることのない構  

造の匡転窓が求められている．  

3．構造   

回転窓内部からモーターを無くすため，本研究では，  

回転する窓の部分が中空軸ローターとなるように，回転  

窓白身をDCブラシレスモーター化し，回転軸両端を軸  

受けで支える構造にした。また，オリフィスでグリース  

を封入することによって，軸受けの潤滑と防錆を試みる．  

本構造に対する知的所有権に関しては，調査した結果問  

題は無かった．設計した回転窓の断面構造をFig．2に示  

す．  

ぎig．2設計した回転窓の断面構造  

4．使用環境   

本研究で開発する回転窓は，巨木近海（オホーツク海，  

日本海，太平洋，瀬戸内海プ 東シナ海）での使用を考慮  

している．オホーツク海や日本海の冬は波も高くヲ 回転  

窓が波に洗われると，現行の回転窓は水漏れを起こすこ  

とが報告されており，外部と完全にシールできない本回  

転窓も水漏れを起こすことが十分考えられるが，ここで  

は、本橋這のシール性を見極めることから、特別な手立  

ては講じなかった．   

一方，軸受けの潤滑と防錆の目的で使用するグリース  

は，使用温度によっては流動状になったり凍結したりし  

てぃ回転に影響を及ぼすことから，モーターを設計する  

上で十分考慮に入れる必要がある．そこで，本回転窓の  

Fig．1山般的な回転窓の外観  

二．甲発弓標   

本研究開発は，プコトタイプの製作による基本動作・  

性能の確認と，製造原価の見極めを主目標として行った。  

具体的な開発目標を71ab王eiに示す．  

Tableま 回転窓の開発目標  

ご窓枠内に視界を遮るものが無い  

雷漁船のフロントガラスに開けられた直径30cmの穴に   

取り付けることができる．  

笠約2、000rpmで回転させる．  

宣漁船の電源ソケット（DC24V）から電力を供給する．  

ー62一   



平成12年度 研究報告 大分県産業科学技術センター  

主な使用地点である日本沿岸の代表的観測点における過   

去の最高および最低気温［2］を調べたので，Table2に示す．  

Table2 日本沿岸各地の最高最低気温  

判明した．さらに，このサイズ・重量を船のガラスが支  

えることができるかについても検討の余地がある．   

なお，本研究は，（有）光電からの受託によるものであ  

る．  
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地点   
最低気温  最高気温  

（Oc）   （℃）   

稚内   －19．4   31．3   

網走   －29．2   36．0   

秋田   －20．2   38．2   

西郷   ＿S．9   35／3   

高松   －7．7   36．9   

大分   －7．8   37．5   

宮古   －14．0   37．3   

八丈島   ▼2．0   34．8   

潮岬   －5．0   35．6   

那覇   ● ●   34．0  

－40℃程度まで使用可能なグリースがあるものの，一般  

的なグリースの使用温度の下限は－15℃前後であることか  

ら，東北や北海道地方で使用する場合のグリースの選定  

には，十分注意が必要であることが分かる．上限温度に  

ついては，一般的には100℃程度であるので問題はない．  

5．まとめ   

今回試作した回転窓の外観をF晦．3に示す．  

Fig，3試作した回転窓の外観  

本研究で試作した回転窓の予想販売価格が，現行と比  

較して競争力を持たないとの判断から，製品化は中止と  

なった．そのため，詳細な実験データは取れなかったが，  

軸受けの変形により回転抵抗が予想以上に大きくなった  

点や，その影響で回転音も予想以上であった点、回転窓  

中央部に視界を遮るものが無くなった一方、周辺部で視  

界を遮る部分が増大した点などが懸念材料として挙げら  

れる．また，本構造では，非常に組み立てにくいことも  
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